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1･1 は じ め に
私は,京都大学東南アジア研究センターの現地調査計画のひとつである西国助教 授 担 当 の
｢北部タイにおける諸言語の現地調査｣に参加して,1964年 9月から1965年4月にかけて北部
し11
タイでいくつかの言語を調査 した｡私が調査の対象とした言語は, ラワ語 (Lawa)3方言,
































本稿で扱 っている ｢カメ- ト｣語とは, 北部タイのウィエン ･パパオ (WiangPapao)の
(4)
町から約 5km ほど北方のパンチョーク (Pangchok)という小村 (約30戸)で住民同士が話
す言語であって,この地方のタイ人たち (KhonMuang)はこれを "Lua=すなわち ｢ラワ｣
(5)
とよんでいる｡ 実際この言語とボ-ルワン (BoLuang)やウンパイ (Umphai) などのラワ















(5) もっとも,一般には,かってこの地方に -`Lua'ノ族が住んでいたが現在では "KhonMuangH にな
ってしまってその言言吾も話されていないと思われていて,ウィエン･パパオの町でさえ今でもこの
"Lua"が話されている小突はほとんど知られていないようである｡
(6)(ゾ･Sanidh Rangsit:"Beitrag zurKenntnisderLawasprachen Yon Nord-Siam (Mit
Vokabularien)."A71thropos37-40,1942-45,pp.6881710.
(7) 別に /lha?7があるがこれはタイ系借用語である｡ラワ語の自称 /13vular),r∂Vua?/に対応する形
は /R5wa(a)?/でなければならない｡
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WPP.
≪ブ タ≫ liik
≪ 手 ≫ ti?
≪ 石 ≫ RS?aag
≪- ど≫ phuユ品
≪ 頑 ≫ 由t5h















わち,(1)ボールワン,ウンパイ,メーサ リエン (MaeSariang)などで話されるラワ語, (2)
カメ- 卜語ウィエン ･パパオ方言, (3)タコ- (ThaKo), ホエイサーン (HuaiSan)など
(9)
で話され,話し手の自称にしたがってわれわれがビス譜と名づけた言語,の3つである｡この




ところでラオスには HKha" とよばれる多 くの言語がある｡一般にはこれらはすべてモン ･
クメール系であると信 じられておりまた事実その多 くがその通 りなのであるが,その一部がチ
(l)
ベット･ビルマ系に属するものであることは実は早 くから指摘されている｡しかもそのあるも
のはビス語とまった く近い関係にあるようである｡たとえば,ボンサ リ (PhongSali)のプノ
イ語 (Phu-Noi,KhaPhu-Noi),同じくウ-河 (Nam U)上流の "KhaPaile", 遠 くライ
(12)
チャウ (La主Chau)の HKhaKhong日とビス語との問には次のような共通語柔がある｡





(l) cf.P.Lefevre-Pontalis前掲論文Ⅱ.(1,896)および Ⅰ.JA 8esir.19,1892-pp.237-269･
(12) TK.,HS,Wr.Bur.はそれぞれビス語タコ～方言,ホエイサーン方言,ビルマ文語を表わす｡プ
ノイ語は H.Roux"Quelquesminorit色sethniquesduNord-Indochine.HFrance-Asienos･
92-93.pp.131-419.による｡ また "KhaPaille""KhaKhongHは Lefevre-Pontalis前掲論




(i) ≪ 宏 ≫ jtlrn
≪ 火 ≫ bi
≪ 月 ≫ ?tlhla
(ii)≪ 負 ≫ 15qti
≪水牛≫ j5
≪ 水 ≫ 1両
カメート語音素体系の記述と比較宮語学力考察
HS. PhuNoiKhaPaile KhaKhongWr.BUT.
jtlm youm (pan) 'im
bith三i bi bi bi mi2
7tlhla tla oula pela hla3
15Ⅰ再 n6te yongte longte (ga2)
p5℃hla yO yO panna (kywai2)
















メート族の ｢歴史｣によると,彼らは ｢かつてチエントン (Chiangtung,Kengtung)にあっ
て,そこからずっと南下し,.まずチョムトン (Chomthong)の一帯に村をつ くった｡ その後




























































カメート語の音節の構成を考えるためには,他の多 くのモン ･クメール諸語の場 合 と同 じ



































基本型は 〔55〕〔品〕である｡e.g.≪思い 出す≫ culut〔tqtu55:〕≪犬≫S〇?〔S〇9品〕
連続型は 〔44〕 〔完〕 であるo e.g.≪ミルク≫ ?om-ptlu?〔?om｡｡-〕 ≪山犬≫ S〇(?)-Ri?
〔Sつ(?)箭-〕
(2) 低型 トネーム/､/
基本型は 〔31〕〔㌫〕である｡e.g.≪名前≫ctuuI〔tqu :｡1〕 ≪さがす≫S57〔Sつ?㌫〕





p t c k ?
b d
Y































e.g.≪短かい≫p〇t〔p〇t三言〕 ≪布 ≫t叩 〔toI〕55〕≪見る≫ C5〇m 〔tQ〇:m｡l〕 ≪くび≫k〇〇?
〔k〇:755〕 ≪3≫?〇〇j〔?〇:i55〕
音素結合 /pl,pj,kl,kw,kj/における場合も同様であるoe.g･≪果物≫ pie?〔ple76;〕 ≪殺




前を除いては1蓋垂閉鎖音 〔q(`'〕 であるoe.g. ≪雨≫ pRii? 〔p(`'Ri:?31〕 ≪刀≫ tRaaj
〔t(`)Tta:i31〕≪くま≫ kRiis〔1くく`)Ri:S55〕≪先/i-_≫kRdu〔q(`)Ru:31〕
山気の無声閉鎖音および破擦音 〔p`,t`,tq`,k`〕はそれぞれ音素結合 /pl,th,ch,kl/と認め
るoc.g.≪心≫pheem 〔p'e:m55〕≪油 で揚げる≫th5〇t〔t`〇:t,l〕≪ずぽん≫chul 〔tQ`u155〕
≪本≫khe?〔k`e?完〕
(2) 有声閉鎖音 /b,d/
これは単なる有声閉鎖音 〔b,d〕であって, 前声門化音や内破音ではない｡ e.g.≪雲≫bot
〔botG〕 ≪ベ ル≫deq〔deI〕55〕
(3) 鼻音 /m,n,員,T]/
該当する単音は 〔m,n,np,q〕である｡音素結合 /mR/は 〔maR〕であるが, 私のノー トに
は≪馬≫ 1倒しか見出せない｡e.g.≪つめ≫miim 〔mi:m55〕≪血≫naam 〔na:m55〕 ≪衣≫
舶a?〔rba'･?3J〕≪高価な≫q5〇S 〔q〇:S31〕≪馬≫mRaT]〔maRaT]3I〕
(4) L R 音 凡R/
/1/に該当する単音は結合の第 2要素の場合も合めて側面音 〔l〕である｡ e.g.≪葉≫laa?
〔1a:755〕 ≪ヒル≫pliiI〕〔pli:r]55〕
/R/に該当する単音は一般に口蓋垂音であるが種種の異音がある｡
単純初頭子音としては, 口蓋垂有声摩擦音 〔ti〕, 弾き音 〔R〕, 閉鎖音の入りわたり (on-
glide)を伴 ったふるえ音の 〔qR〕または 〔GR〕がおのおの自由異音として観察される｡ ただ
し直前の音節の末尾が/I)/のときは弾き音 〔R〕のみである｡ e.g.≪つ くる≫ R胃石? 〔15苫:755
-qRY:755--〕 ≪ひざ≫p叫RdoI】〔p明言Ro:q31〕
結合 /pR,tR,kR/においては有声の 〔ti〕, lR〕 (ふるえ音)のほか無声の 〔x〕〔写〕が自
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無声の摩擦音 〔f,S,h〕が該当する｡ 音素結合における /h/についてはすでに述べた｡ な











1 ul u ii uul uu
e 苫 O ee ¥首 00
e a 〇 ee aa 〇〇 ia tua ua
(1) 狭母音 /i,M,u/
それぞれ,前舌張唇狭母音 〔i〕,後舌張唇狭母音 〔Ⅶ〕, 後舌円唇狭母音 〔u〕ないし 〔U〕
が該当する｡ ただL /TLI/は末尾 子音 /C,且/の前では条件異音としてやや円唇の 〔甲〕とな













蚕複結合 /ii,tHuT,uu/はそれぞれの長母音 〔i:〕 〔tu:〕〔u:〕 が該当する｡ ≪ブタ≫1iik
〔li:k3.〕≪コウモ リ≫btuu叩 〔btT:T]55〕 ≪消す≫suul〔su:155〕
(2) 半狭母音 /e,ち,0/
/71/は後舌脹唇半狭付帯 〔71]であって中舌r7二昔 〔∂〕ほ観察され机 ､o /cl,0/はともにやや
広い目の半狭母音でそれぞれ前舌脹唇音 〔♀〕後舌円唇音 〔TO〕である｡ e.g･≪上る≫ Rth
〔REh67〕 ≪おし≫S苫? 〔Sが 訂〕 ≪め くら≫p61〔p坤 〕
茸複母音/ee,71首,00/はそjIJぞれの長母音〔C:〕 〔b,:〕 〔O:〕 が該当するo c･g･≪ヤマビ
ル≫pleem 〔pITe:m55〕 ≪遊ぶ≫m"･1〔mY:吊 ≪夕方≫lく51か)nll-p♀:131〕
(3)広母音 /E,a,〇/
広さは必らずLも対称的ではない｡/e/には前古張唇半広甘 音 〔e〕が, /a/には脹層広母
音の 〔a〕ないし 〔n〕が,また /〇/には広い目の後舌円唇半広母音 〔♀〕ないし広母音 〔D〕




(4) 胃音 結合 /i(,ul'1,u'-I/







(1) 閉鎖音および鼻音 p t c lく つ
この系列の音素/p,t,C,k,?/および /m,n,量,I]/に m n n q
はこの位閏では,破裂を伴わない無声閉鎖音および破 l
擦音 〔p｢,t｢,itQ1,1了,?｢〕およびlj千㌢鼻音 〔m,l, W J
in.,T]〕がそれぞれ該＼r'Iする｡/C,i/には明瞭なわた り s h
(glide) 〔i〕が観察される｡e.g.≪ごほん≫?utlP〔フu:p｢55〕 ≪寝る≫フiit〔?i:t-155〕≪な く
なる≫1aac〔la:itq｢｡1〕 ≪行 く≫ Wムk 〔wakJr〕 ≪似合 う≫ m〇? 〔m〇?｢三言〕 ≪かみなり≫
k51n品m l-nu_lm｡l〕≪鉛≫ctiluTn〔t叩 :n｡.〕≪黄蜂≫taa量〔ta:iI転 〕≪舟≫C5153qト1〇:恥 〕
C4) このほかただ l例だけであるが≪胞≫ 〔ki:ak〕がある｡これを/kji'lk/とすべきか,母昔結合/iia/
宣,諾,y),I)べきかri:お検討rJ)余地があJI)∩,-i.カバ吾/tわak/∩
1-.'l.1-
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(2) /1/





これは音節副音的母音の 〔繋,)､〕であるO /W/は広 くなって 〔只〕が観察されることもある




(1) 単一母音音素は必 らず末尾子音音素を伴 う｡すなわち -Ⅴ葬は存在しない.
(26)
(2)母音結合 VVと /h/とは結合しない｡しかし,/?/は V,ⅤⅤ のいずれとも結合して対
立がある｡e.g.≪ふ くろ≫p51jaa?:≪娘≫k〇(〇)n-p51ja? ≪男≫R5m主?:≪夫≫RSm主e?
(3)/C,義,j/と /i(i),e(e),e(e),ia/は原則として結合しない｡例外的に /ec/があるが /ek/
とI'l山交替しやすい｡e.g.≪終る≫hec～hEkoなお,この制約は結合 /uc,u員/を排斥するも











合について考えておきたい｡ この間題を考えるためには強勢 (stress)や連接 (juncture)の
記述が先行すべきであるが,これらの音素についてはまだ検討の余地があるので余 り深 く立ち
cz5)この -1はもともと *-1と*-1 の2つに由来するが, 〔1〕〔pつは互に自由異音であってこの対立が
保たれているわけではない｡e.g.≪2≫?aal<*-r.≪銀≫k5m血ul<*-1.






が強勢をもつ,(3)SJは強勢 ･半強勢をもたず S2ほ強勢をもつ, という3つの場合がある｡
そのうえに,その 3つのそれぞれについて内部連接 (ilternalopen jtlnCturC)がある場合と
ない場合とがあるo しかし大ざっばにいえば(3)の場合には内部連接は通常存在 しない｡ そこ





音節は (1)(2)の SIS2,(3)S2のほか (3)SLの位 闘 こ立つものもある (上側 /n叩/)Oこの場合,
用音は甲-何者に限 られている (すなわち C(C)VC/T)が, ややゆっくりしたスタイルでは
-_Ti:被け音に交替するものがある｡e.ど.≪いっ≫f拍nl?een～舶am-?een.そこで,この位置Iの日
立音節をとくに ｢弱まり型臼V.音節｣と呼ぶことにする｡
弱まり型 n立音鞘にはこのほか C(C)Ⅴ/T の構成をもった音印が同すると考えるo この里
のfl-･l'-机ま(3)S11外の位置7-.に立たないという古で附属音節と同じクラスに属するが,C(C)VV
(C)/T の型 の日日(交替形をも-,ことと/714戊分の位闘 こlI/'r)音素o)種類が他の 日立封市と同じ
であるということから,この型 ur)音fゝ･1日)弱まりIJでrJ.自 立音節に属すると考えるjJ'が 有利だからで
ある.㍗.ど.≪くわ≫ I(101(ll((-1く11.1つ1)ol() ≪中年≫ lく〇ltlnl(-1て〇(〇)n-ntlnl) ≪じん臓≫
I)ごl最ew (～t)hl-k去ew)≪タバ コ≫lて亘tlii(～mtlt1-rli)
2･8 附属音節










属音節ではその対Jr_が十分には保存されていない〔 C.g.≪たけのこ≫ t5ptlag<*da-≪官 ≫ C59?aap
<*ca(9十
- 33-












の異音が自由交替しうる｡(a)直後の自立音節の母音が /a/のとき 〔a〕,(b)同じく /0,u/の





常にそうとは限らないのでこれを /N/のようにひとつの 音素とすることはできない. e.g.





























































ど)があるが,カメ- ト譜やカム語にはそれがない ;(2)カメ- ト語とカム語には母音の長短
の対立があるがラワ譜にはない ;(3)逆にラワ譜には -VSC(Sは半母音)という結合形式が
(31)
あるがカメー ト語 ･カム譜にそのような形式はない ;(5)末尾子音としてカム譜には/r,1/,カ


















(34)以下, Kmt.はカメート語, MS.はカム語ムアンサイ (MuangSai)方言, Th.は ｢テン｣語
(Theng),BL.はラワ語ボールワン方言, UP･はラワ語ウンパイ方言を表わす｡このうち, ｢テ














が *Np-,*Nb-a)いずれに山来するかこれ自体からは明らかではないが, カメ- ト.,'T,L-.カム
語との対応から逆に *Nl)-と断定するUjであるO したがってこU)対応系列全体に共通 汀素 *1)-
を推定する｡
Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪射 つ≫ pLufi pifi
≪ぬ ぐ≫ puuc
≪ 鳴きシカ≫ poos puag
≪折 る≫ Nptnk (pak)







≪洗濯する≫ pu1 1)LL1 1)し11 1)01 1)101
(2) *b-
13rl､
カメー ト譜の低型 トネームU)音節における 1)＼-は,カム語 MS.p､-rl'l.b-(<*b-), ラワ語
BL.ド-UP.plト(<*b-)に対応する｡この対応系列には *b- を共通 音素として推定するO
Kmt. MS. TIT. BL. UP.
≪ 晩 ≫ 1く51pbol puar
≪で き る≫ pcel PLual ljtuLl
≪たけのこ≫ t5pEIT] Lbailt]
≪乗 る≫ phk pak bak














(3lJ) MS./~/は第 2レジスターを長け ㌻C第2レジスターの音節ではIli=昔が人も息I:):昔である｡
- こ'.7-
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KllL MS. Th.
≪ 手 ≫ tii? tiフ tii
≪土 地≫ k5te? pte? pteeh
≪き の こ≫ tiis tig









≪ 舌 ≫ paltaak nt首盲k hntaak tak ndak etc.
(4)*d-
(2)*b-に並行r郁こ,Kmt.tl :MS.tLTh.d-(<*d-):BL.卜,(-)Il°-UP.th-,(-)lid-
(<*(-)d-)の対応系列には共通 音素 *d-を推定する｡ ラワ語 (-)Ild-は この場合 *Nd-,
*Cald一に由来する｡
KIlt. MS. Th. BL. UP.
≪熟 し た≫ 由ttlnl hlduu lll tu lll th ulll
(36)
≪貧 し い≫ 江Ik Ltlk tuk th uk
≪取 る≫ ti? te? CLee?
≪低 い≫ t主ell ldial1 thialn
≪近 い≫ 由tさ? S∂ndai? sandi?
次の例はラワ譜が *卜 の対応様式をとっていて例外的である｡
≪走 る≫ tgl tar dar いつ t〇
(5) *C-(?)
カメー ト譜の高型 トネームの C一については対応がはっきりしない｡例 (i)ではカム譜C-
(37)
(<*C-), ラワ譜 S-(<*S-)に対応するように見えるが,逆に例 (ii)ではカム譜の C一に対
してカメー ト譜 ･ラワ譜 S-が対応 している｡これから考え られるように,共通音素が *S-と
して推定されたものの一部にさらに *C一にさかのぼるものがある可能性はあるが *C->*S-の
条件を明 らかにすることはできない｡ (3･6. *S-参蝿)
(i) Knlt. MS. Tl. BL. UP.
≪苦 い≫ cal〕 CaI〕 CaI〕 Sl叫 Sこ)l]
(36) タイ系借用語かocf.NT.tGk<*duk








≪痛い,～ したい≫ su? cu? cu7,cuu sT)u? so?




Kmt. MS. Tl. BL.
≪ 足 ≫ ceeI〕 C止IaI〕 jtuaT] CuaI〕
≪ 通 い≫ k5C享n clan
≪縫 う≫ clI〕 LuI〕




































Knlt. MS. Tl. BL. UP.
ヨBEE
≪考 え る≫ kLh t trket trgot(?) ltLut Chit(<kh)
≪ね ず み≫ 長kaaI] kLuaI】 khulaq
≪与 え る≫ k畠h kuJah khuah
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(10)*?-
カメ- ト語 ･カム語 ･ラワ語のすべてが 7-である対応系列に *7-をたてることに問題はな
い ｡
Kmt.
≪ 水 ≫ ?oom
≪にわとり≫ ?eel
≪ 骨 ≫ C5q?aaI】
≪め し≫ ?uup

















ことは容易である.またこのほかに種種の条件のもとで *hm *hn*hI〕;*7m *?q をも推定
することができる｡
(1) *m-*n-*a-*q-




≪ 銀 ≫ k51山ul
≪あ な た≫ nlii?
≪ 1 ≫ mbo
≪ 男 ≫ R5m主?
*n-
≪ 尿 ≫ ntll
≪ 年 ≫ nltilm
-I





MS. Th. BL. UP.
klndul klluul llaLu mau
l1台e(?) 11ee llai? 11i?
nl()oj llOOj
?∂rnai? ralni?




≪緑 色≫ C5qaal cqa ar















カメー ト語の高型 トネームの音節における 1十 は,MS.1T卜 Th.hm-(<*hm-),BL.hm-
UP.hm-(<*hm-)に対応するものが多い｡n-,り一についても同様であるOこれらの系列には
共通形式として *hm-*hn-*hIト を推定するOただし *ha-を推定できるような対応は見当
たらない｡
*hm - Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪FHj う≫ maal IlElal llaaa(?) hmaif1 hmaia
≪つ め≫ lliill
*hl一
≪ 血 ≫ 1aall
(?)≪人 き い≫ lall≪多い≫nal1 11a lll
*hT]-
≪あくびする≫ qaap hI]aap








(<*-)q-)に対応することがあるO一応こ0)対応糸yLljには *?1卜 *r)l]-を推定しておく｡ カム
語 は *(-)1卜,*q-が対応するO
*711- KllL MS. Th. BL.
≪あ り≫ R511hLIC lluu｡ hlllu LIC 711aulk
≪ 斧 ≫ nluJ
≪焼 畑≫ 11aal
*I)q-
≪か ゆ い≫ T]iaフ









上例 ≪あり≫のカム語形は *h?11-<*S(r)71卜(I.))が仮定されるであろうO (cf.クメール語
sr〇nlaOC)
カメ- ト語の環境 /-m-/における b-(高型 トネーム)に対 してもラワ語 *7m-が対応し
ている｡この系列にも同じ *7m-を共通音素として推定しておく｡すなわち,カメー ト語では
(40) カム語 MS.m三IamTh.maam<*maam はI亜原であろうか0
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*一m?m->-mb-,その他では *(-)?m>*(-)m-の過程を考えるのであるo
Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪唾 液≫ (?om-)be1 -
≪クシャミする≫ t5mbes
≪せ き す る≫ R5mbook






KITlt. MS. Th. BL. UP.
≪ 屋 ≫ R5mtna srmen slmeI】 Sa?b3ulq Sa?moia <*7m(?)
≪ Ll ≫ mbom ?ambt)m rambom <(?)








*上 Kmt. MS. Th. BL.
≪泣 く≫ jaam Jaam Jaam Jtuam
≪目をつぶる≫ kjap (kn)jap jiap
≪死 ぬ≫ Jam
*W-
≪広 い≫ wah lwah























? ? ?? ?
??
? ? ???????
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カメ-I.語音素体系の記述と比較言語学的考察
MS. Th. BL UP.
suak suak







≪ 梶 ≫ R壬es
≪- エ≫ -R5〇j
≪カ エ ル≫ Rdk
*1-


















Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪ 葉 ≫ 1aa? 1a? hlaa hla? hla?
≪恐 れ る≫ la'lt llat hlat
≪高 い≫ leeI〕 llo叩 11auI〕 etC.
これに対して,カメ- 卜語に高利 トネ-ムの R-があるにもかかわらず共通音素 *hr一 に由






(41)cf.ラワ語 ラウt･,プ (LaUp)方言 hjuak.(D･Schlatter氏による)
- .I二1--
≪山 の 精≫ hRooj






対応系列には *?ト をそれぞれ共通音素として推定してお く｡ ただしカメー ト語の トネ-ムに
ついても十分説明がつかないからなお疑問の余地がある｡
*?r- Kmt. MS. Th. BL, UP.
≪つ の≫ Rthq n(t)rtiII] CndruJq ?d3t叩 ?r苫n
*?1-
≪ 舟 ≫ C515〇q clゝ〇q clooq ?lop
≪長 い≫ 1eeI〕 ?dal1,?duJq ?1aI〕
(4) *(C)r-,*(C)ト
共通形式として *pr-,*k1-がたてられる場合については後で述べるが,それとは別に,r-,
ト を第 2要素とする結合で第 1要素の対応がよくわからない場合がある｡ これについてはと
りあえず r,1だけに注目して *(C)r-,*(C)ト としてまとめておく｡ トネームとレジスターも
それぞれの言語においての第 1要素のもともとの性格 (有声 ･無声の対立)によるからかなら
ずLも互に一致していない｡
辛(C)r- Kmt.
≪ 砂 ≫ 師 直 1
≪ 森 ≫ -Ri?
*(C)ト
≪速 い≫ kles
≪ 脚 ≫ C51tl?
≪運 ぶ ≫ t51am
























*S- Kmt. MS. Th.
≪し ら み≫ si? se? see
≪い ぬ≫ S〇? Sっ? S〇〇(?)
≪ 鳥 ≫ sim sllm Slm


















素とする初頭子音結合がある｡第 1要素は閉鎖音 *p*t*d*k と摩擦音 *S-であって,これら
が単純初頭子音となっている場合と同じく無声音ではカメート語が高型 トネーム,有声音では




Kmt.pト :MS.pト Th.pト(<*pト):BL.pト UP.pト(<*pト)の対応には *pトを,また,
Kmt.ph-:BL.ph-UP.ph-(<*ph-)には *ph-をそれぞれ共通形式として推定する｡
*pr- Kmt. MS. Tl. BL. UP.
≪ 古 い≫ PRim prlm
≪ひょう(電)≫ pReel
*pト
≪果 物≫ pleL plc-? plee?
≪ヤ マ ビ ル≫ pleem pltTTC1 一一 一
*p1-
≪ 心 ≫ pheem
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例が少ないけれども,次の2例に対して共通形式 *tr-,*dr-を推定するo ラワ語には thr-
tr-ndr-といった結合が全くないが,もともとの *tr-,*dr-は khr-kr-qgr- に含まれて
(4)
いると考えるのである｡なお,ここで qgr-<*(N)gr-<*(N)dr-である｡
Kmt. MS. Th. BL. tTP.
≪水 牛≫ tRaak traak trak khrak krak






≪ く ま≫ kris
*kh-
≪ 月 ≫ khe?








Kmt. MS. Th. BL. UP.






































また,末尾子音 -7,-hの前ではカメー ト語の aa,aとも同じ対応を示していて,この環境では
Kmt. MS. Tl.
(i)≪ 葉 ≫ lan?
≪し っ ぽ≫ 由ta?
≪放 す≫ kal
(i)≪ 宏 ≫ 前aa?












≪か ゆ い≫ 画a7 両 7 -?l]a? -Jqa?
の初頭子音として *?q-を推定したことが正しかったといえる｡しかし,逆に,
≪サ ル≫ waa? wa? hwaa fula? ftTa?
の対応についてはなお説明の必要があることもわかる｡
次に,カメ- 卜語の eeと MS.ulaTh.uTa(<*uta)とは規則的に対応するoところが,以
下の仰 こも見えるように, ラワ語では BL.,UP.au,u,tt†,laの4つが対応していて,一見こ
れ らの来源が異るか0)ように見えるoしかし私はこれらがすべて同じ来源に両来し,ラワ語で
は初頭十晋がもともと持っていた有声無声の対 立 (カメート語で トネームの対 立になっている
もの)のほかに末尾 子音の調音位置の相異によって｣言己4種の対症川･ZがlL-.じたもの と解 釈 す
る｡もっともそれがもともとどんな母音であったか推定することはさしひかえたい｡
Kmt. MS. Th. BL. UP.
( i)≪ヤ マ ビ ル ≫ pleem plulam plaum plaum
≪ 心 ≫ pheem ?aphaum raphaum
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(i)≪おいしい≫ aeem aum 員um
(ii)≪で き る≫ peen ptuan buJan Pun phum
(iv)≪ 足 ≫ ceeI〕 Ctitaq JtuaI〕 Cuaq ChuaI〕
5iF豆E
≪ 村 ≫ jeeI〕 ?juaI〕 ?juaI〕
なお,次の例ではカメー ト語だけが不規則な対応を示している｡
({ & > -seem pstLIam PStuam -Saum -Saum
ラワ語において末尾子音のもともとの調音位置の相異によって対応がわかれることを最もよ






とができる｡一方ウンパイ方言に aul(C)がまった く存在しない からすべて *auユ(C)>au(C)






≪床 下≫ tI山um ntrtLum
(i)≪つ ん ぼ≫ luut sluut sluut
≪ 銀 ≫ kSmtlul kmtlul kmuul
(ii)≪ぬ ぐ≫ puuc puuc




















前節で も見たようにラワ語では先行す る母音音素 と関連 して末尾子音の調音位置が変化 して
いる｡一方 カメ- ト語やカム語にはそ うい った現象はない｡これは逆にいえば対応例において




(i)≪寒 い≫ ket hat
≪鉄 砲≫ sinぬt snaat slaat







この例において (i)に *-tをたてるのと同 じく (ii)にも共通晋素 *-tを推定 してよい｡な
ぜなら,BL.auTt,BL.,UP.aitは存在 しないので, *atut>aulk,*ait>aicの過程を考えるこ





*一員*-qを推定す ることに何 ら問題はない｡e.g.≪あ くびす る≫lClLIP≪寒い≫ket ≪ア リ≫
Re汀血 lC ≪舌≫p51taak ≪ 払≫ ?○○? ≪鳥≫si11 ≪こども≫klつ1 ≪尉つ≫puIh ≪骨≫
C3q?aaq.etc.
(2) L-R音の系列
ラワ語には末尾了･fT･として L-R 音はな く, カメー ト語は -1しかないがカム語によって共
通音素 *-1,*-rの 2つが推定 される｡ すなわち Kmt.-1:MS.-I(<*-1):BL.-蔀UP.-♯に
は *-1を,Kmt.-I:MS.-rTh:r(<*r-)'･BL.一半UP:♯には *-rを推定す るoe.g.≪銀≫
k5mtlul<*-1≪にわとり≫?eel<*-r.etc.
したが ってカム語の対応形がない場合カメー ト語の -1が *-1,辛-1一のいずれに由来するかは
わか らないわけである｡C.g.≪歩 く≫hu1.≪火 ≫T]flletc.
(3) 半口二音の系列
ラワ語では母音が 2重母音化 した場合に末尾子音の -1が消失したと考えて,Kmt.-j:MS.
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Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪- エ≫ 一由〇j rゝ〇j r〇〇j roi rua
≪ 目 ≫ 1強aj ?qea ?qai etc.
しかしはっきりと *-W が推定される対応例はタイ系倍用語に限っていて, これら3つの言
語の共通段階に本来の *-Wがあったかどうか明らかではない｡
≪ね こ≫ m主ew m主ew meew(?) meau meu NT.meew








対応例は随分と多い｡この事実は *｣ か *-hのいずれかが実際には末尾子音としての機能を
(47)
もたなかったことを思わせるのである｡













(4竹 これを仮に *-?とすると,共通段階では *-k:*-h:*-7--#という対立しかなかったことになる｡
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(i) Kmt. MS. Th. BL. UP.
≪緑 色 の≫ C3】強al cIコaar S∂qa Saqa <*C3-
≪ 骨 ≫ C3q?aal〕 C?aaT] (C)?aaI〕 S∂?aI〕 S∂?aI〕 <*C∂(T))-
(ii)
≪ 舌 ≫ p51taak nth-ちk hltaak tak ndak
≪土 地≫ k5tE? pte? ptee tai? te?
また,これに闇適して接頭辞 ･挿入辞などの形態論的な問 題があるOはっきりと推定できる
接辞は決して多 くはないと思うけれども,たとえばカメ- 卜譜 ≪死ぬ≫jam> ≪殺す≫pjam,
カム譜≪死ぬ≫haan> ≪殺す≫phaal のように明きらかな例もあるo
これらの問題は, このほかoj〟Kha〝 諸譜やビルマのパラウン譜 (Palaung)やワ譜(Wa)
など少なくともいわゆる北部モン ･クメール系の諸言語との全般的な比較考察によ らな けれ
ば,おそらく十分には解決しえないであろう｡またそうしてはじめて,モン ･クメール諸譜の
比較言語学的な研究がどうにか形をなしはじめることと思う｡
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